
















































































































分析は，筆者ら 5名の内，新人実践者である 4名が行った。「目黒モデル」のベテラン実践者 7名
の指導記録（2017年 5月～翌年 1月，児童生徒 13名分。合計 241回分）を分析対象とし，次の 2
点から分析した。なお，ベテラン実践者 7名は，「目黒モデル」での実践経験は半年から 6年以上で
あり，日本語教師歴は 1年～ 6年 10か月程度である。一方，新人実践者 4名は，小・中学校におけ
る日本語指導は未経験であり，本「目黒モデル」での実践が「実習の場」となっている。ベテラン





















































児童生徒 13 名の指導回数，および四技能別活動割合を児童生徒毎の平均百分率で示す（表 1）。
表 1．四技能別活動割合















一方，bb は「書く」活動の割合が，aa は「聞く」活動の割合が最も高かった。bb について

















































  （b）実践の連続性 　⇒（c）目標を見失わず継続する意識
4） （a）成果物を校長や他教員に見てもらうように働きかけたり，在籍学級での出来事や教科
学習の苦手意識について担任や日本語指導の教員とやりとりしたりした記述　⇒
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解決しなくてはならない。一つには個人情報保護の観点から，指導記録は記述段階から個人を特
定できないように様々な配慮をしているとはいえ，一般公開可能なデータにするには再度の十分
な確認と一部情報の修正・加工が必要となるものと考えられる。データベース化や維持するため
の諸経費の問題もある。さらに，その情報が誰のために，どのような目的で，どのように実際，
有効に活用できるのか，仕組み作りの検討も十分になされる必要がある。まずは，半年毎に新し
く加入する「目黒モデル」の新人実践者をはじめ，同モデルの実践者が過去の指導記録を自由に
閲覧可能にする仕組み作りができるとよいと考える。本報告に続いて指導記録の活用事例を増や
し，その有効活用について議論する場を増やしていくことは一つの方法であろう。そうした議論
の先に，「目黒モデル」における指導記録の利活用のモデルが確立され、さらにその先には「目黒
モデル」を超えた，年少者日本語教育に関わる全ての実践者にとって有効な指導記録の活用方法
が見えてくることを期待する。
最後に，本研究は，「日本語教育の実践者の教育実践観の更新に関わる要因を明らかにするこ
と」を最終目標とする。その第一段階として，「目黒モデル」の指導記録を読むことを通して実際
に筆者らが受けた影響を明らかにしようとした。第二段階としては，ベテラン実践者へのインタ
ビュー調査を通して，ベテラン実践者が何から，どのように影響を受けて自らの教育実践観を更
新しているのかを明らかにする予定である。
文献
金丸巧（2014）．外国につながる子どもの適応を捉える支援者の「見方」が生まれた過程『早稲
田日本語教育学』17，87-105．
川上郁雄（2009）．年少者日本語教育における「支援」と「連携」を考える視点とは何か―JSL
バンドスケールを用いた実践研究をもとに―『早稲田日本語研究』18，1-11．http://hdl.
handle.net/2065/31358（2018.4.30取得）．
川上郁雄（2011）．『「移動する子どもたち」のことばの教育学』くろしお出版．
川上郁雄，中川智子，河上加苗（2009）．教育委員会と大学の協働的実践ネットワークの構築―年
少者「日本語教育コーディネーター」の役割を視点に『早稲田日本語教育学』4，1-14．
北村弘明編（2015）．『事例参考型子どもの日本語教育指導ハンドブック』双文社出版．
日本語教育学会（2018）．『平成 29年度文部科学省委託「外国人児童生徒等教育を担う教員の養
成・研修モデルプログラム開発事業」報告書』日本語教育学会．
人見美佳（2016）．子どもにとっての「ことばの教育」とは何かを問う演出家―年少者日本語教
育コーディネーターの専門性の内実に迫る―『早稲田日本語教育学』20，163-167．
人見美佳（2017）．目黒モデルの実践．川上郁雄（編）『公共日本語教育学』（pp.123-128）くろ
しお出版．
人見美佳・河上加苗（2015）．初等中等教育レベルの「教材」を捉え直す―「ユニット教材」の提
案．『ジャーナル「移動する子どもたち」―ことばの教育を創発する』6，1-26．http://
人見美佳，ほか　「目黒モデル」における教育実践の指導記録の分析報告
39
gsjal.jp/childforum/journal_06.html（2018.4.13.取得）．
細川英雄（2005）．実践研究とは何か―「私はどのような教室をめざすのか」という問い―『日
本語教育』126，4-13．
文部科学省（2014）．『学校教育法施行規則の一部を改正する省令等の施行について（通知）』http://
www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/003/1341903.htm（2014.1.21取得）．
